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今 月 の 表 紙
豊作祈願の秋まつりが、９月５日
町内の各地区で行われ、にぎわっ
た。只見駅前通りでもウキウキ
わいわいフェスタが催され、子
どもみこしや縁結祈願みこしが
威勢よくくり出し、まつりを盛
り上げた。夜は、豊年踊り大仮
装大会に踊りの輪ができた。
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▽
趣
　
旨
　　
　
　
　
　
　
　
　

①
希
望
す
る
企
業
へ
の
就
職
、
専
門

学
校
や
大
学
へ
の
進
学
、
地
元
に

残
っ
て
家
業
を
継
ぐ
、
あ
る
い
は

起
業
す
る
な
ど
児
童
生
徒
の
夢
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
こ
れ
ら
の
夢
を

実
現
す
る
た
め
に
も
学
力
が
基
盤

と
な
り
ま
す
。

②
只
見
町
も
経
済
の
低
迷
、
少
子
高

齢
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
厳
し
い
社
会

状
況
だ
か
ら
こ
そ
未
来
の
只
見
町

を
支
え
て
く
れ
る
人
材
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
「
地
元
の
人

材
は
地
元
で
育
て
る
」
こ
と
が
大

切
で
す
。
や
が
て
の
只
見
高
等
学

校
か
ら
起
業
家
や
医
者
や
弁
護
士

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
材
が
輩
出

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
こ
の
学
力

向
上
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

▽
実
施
期
間
　
　
　
　
　　
　
　
　

平
成
２２
年
度
か
ら
平
成
２６
年
度
ま

で
の
５
年
間
取
り
組
み
ま
す
。

▽
内
　
容
　
　　
　
　
　
　
　
　
　

【
保
育
所
】

    

読
書
活
動
の
充
実
で
豊
か
な
言

語
を
身
に
つ
け
ま
す
。

【
小
学
校
】

　
　

算
数
の
学
力
向
上
や
外
国
語
活

動
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

【
中
学
校
】

　
　

数
学
・
英
語
の
習
熟
度
別
指
導

や
Ｔ
Ｔ（
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
）

指
導
で
学
力
を
高
め
ま
す
。

【
高　

校
】

　
　

数
学
・
英
語
の
習
熟
度
別
指
導

で
学
力
を
高
め
ま
す
。

▽
成
果
と
課
題
　　
　
　
　
　
　
　

○
平
成
１５
年
か
ら
平
成
２１
年
度
ま
で

学
力
向
上
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
Ⅰ

事
業
と
し
て
小
中
高
校
の
連
携
で

国
語
の
学
力
向
上
に
取
り
組
み
大

き
な
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

○
現
在
、
算
数
、
数
学
、
英
語
の
学

力
の
伸
び
悩
み
が
見
ら
れ
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

○
家
庭
で
は
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
な
ど

で
過
ご
す
時
間
が
多
く
、
家
庭
学

習
の
習
慣
化
が
未
定
着
と
な
っ
て

い
ま
す
。

○
将
来
の
自
分
の
目
標
が
決
め
ら
れ

な
い
ま
ま
進
学
し
て
い
る
状
況
も

あ
り
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
本
年
度
の
学
力
向
上
の
目
標

・
家
庭
学
習
　

　

１
学
年
…
２
時
間

　

２
学
年
…
３
時
間

　

３
学
年
…
４
時
間

▽
主
な
取
り
組
み

①
家
庭
学
習
の
習
慣
化

②
読
書
習
慣
の
確
立

③
理
解
度
に
応
じ
た
習
熟
度
別
授
業

の
実
施
（
英
語
、
数
学
）

④
学
ぶ
意
欲
を
高
め
る
講
演
会
の
実
施

⑤
英
語
検
定
の
奨
励

⑥
授
業
規
律
の
保
持

▽
学
力
向
上
へ
の
校
長
の
思
い

高
校
卒
業
時
の
進
路
選
択
は
、
そ

の
後
の
生
き
方
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
大
事
な
選
択
で
す
。

こ
の
選
択
の
際
に
、
本
人
の
夢
や

環
境
も
大
切
で
す
が
、
本
人
の
持
つ

学
力
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
生
き
方
を
す
る
か
選

択
の
幅
を
拡
げ
る
た
め
に
は
、
高
い

学
力
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。

本
年
度
か
ら
教
育
委
員
会
で
は
、「
学
力
向
上
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
Ⅱ

事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
児
童
生
徒
の
将
来
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
、
保
育
所
か
ら
、
小
学
校
、
中
学
校
、
そ
し
て
只
見
高
等
学
校
ま
で

の
連
携
指
導
を
行
い
、
基
盤
と
な
る
学
力
の
向
上
を
目
指
す
事
業
で
す
。

こ
の
事
業
を
広
く
町
民
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
子

ど
も
た
ち
の
夢
の
実
現
に
向
け
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
く
、
各
学
校

の
取
り
組
み
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

只
見
高
等
学
校

　
　
校
長
　
鈴
木
　
健
司

▲只見高等学校3年生の習熟度別授業

学
力
向
上
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
Ⅱ
事
業

学
力
向
上
で

児
童
生
徒
の
夢
の
実
現
を
！
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▽
本
年
度
の
学
力
向
上
の
目
標

①
単
元
テ
ス
ト
平
均

　

８０
点
以
上　

８０
％
以
上

②
学
習
定
着
確
認
シ
ー
ト
達
成
率

　

８０
％
以
上

③
標
準
学
力
検
査
の
偏
差
値

　

国
語
５７
以
上　

算
数
５５
以
上

▽
主
な
取
り
組
み

①
め
あ
て
と
ま
と
め
を
重
視
し
た
授
業

②
繰
り
返
し
練
習
問
題
を
解
き
、
学

力
の
定
着
を
図
る
。

③
習
熟
度
別
学
習
を
取
り
入
れ
、
少

人
数
学
習
を
推
進
す
る
。

④
授
業
研
究
を
一
層
充
実
さ
せ
、
指

導
の
腕
を
磨
く
。

⑤
算
数
科
の
習
熟
時
に
お
い
て
、
組

織
体
制
で
臨
み
、
学
力
の
定
着
を

図
る
。

⑥
家
庭
学
習
の
充
実
を
図
る
。（
学

年
×
１０
分
の
徹
底
）

⑦
読
書
活
動
の
充
実
を
図
り
、
読
解

力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。

▽
学
力
向
上
へ
の
校
長
の
思
い

「
生
き
る
力
」
を
育
む
た
め
に
は
、

知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

力
が
大
事
で
す
。
そ
の
中
の
知
（
学

力
）
の
向
上
は
、最
も
大
切
で
あ
り
、

学
校
の
責
務
で
あ
り
ま
す
。
将
来
の

夢
実
現
の
た
め
に
、
基
礎
基
本
の
定

着
を
図
り
、
十
分
な
学
力
を
身
に
つ

け
さ
せ
、
中
学
、
高
校
へ
と
橋
渡
し

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

▽
本
年
度
の
学
力
向
上
の
目
標

①
各
種
テ
ス
ト
全
国
ま
た
は
県
平
均

　

１
１
０
％

②
個
の
実
態
か
ら
予
想
さ
れ
る
学
力

水
準
よ
り
低
い
児
童　

０
％

③
家
庭
学
習
の
時
間

　

学
年
×
１０
分
＋
α

▽
主
な
取
り
組
み

①
思
考
力
・
表
現
力
向
上
を
目
指
し

た
授
業
の
改
善
・
充
実

②
「
め
あ
て
」
と
「
ま
と
め
」
を
明

確
に
し
た
授
業
の
実
施

③
考
え
方
・
ノ
ー
ト
等
「
学
び
方
指

導
」
と
学
習
環
境
の
充
実

④
学
習
定
着
確
認
シ
ー
ト
の
完
全
実

施
と
評
価
、
正
答
を
導
く
考
え
方

の
指
導

⑤
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
の
充
実
（
基

礎
・
活
用
等
各
種
問
題
の
実
施
と

考
え
方
の
解
説
）

⑥
読
書
タ
イ
ム
の
充
実
に
よ
る
読
解

力
と
感
性
の
育
成

⑦
手
引
き
に
よ
る
家
庭
学
習
の
習
慣

化
（
家
庭
学
習
時
間
＝
学
年
×
１０

分
＋
α
）

▽
学
力
向
上
へ
の
校
長
の
思
い

荀
子
は
、
学
問
を
「
困
っ
た
こ
と

が
起
き
て
も
し
っ
か
り
問
題
を
解
決

す
る
力
・
苦
し
さ
や
辛
さ
に
負
け
な

い
強
い
力
を
育
て
る
た
め
で
あ
る
。

順
調
な
時
も
災
い
が
起
き
た
時
も

し
っ
か
り
と
生
き
て
い
く
力
を
身
に

▽
本
年
度
の
学
力
向
上
の
目
標

①
標
準
学
力
検
査
の
偏
差
値　

国
語
５５
以
上　

算
数
５３
以
上

②
ベ
ネ
ッ
セ
総
合
学
力
調
査
（
平
均

到
達
度
）　

国
語
７８
以
上　

算
数

６２
以
上

③
学
習
定
着
確
認
シ
ー
ト
の
達
成
率

　

８５
％
以
上

▽
主
な
取
り
組
み

①
ね
ら
い
を
明
確
に
す
る
と
と
も

に
、ま
と
め
の
時
間
を
確
保
す
る
。

②
子
供
た
ち
の
興
味
関
心
が
持
続
す

る
教
材
を
工
夫
し
、意
欲
を
高
め
る
。

③
習
熟
の
度
合
い
に
応
じ
た
教
材
を

▽
本
年
度
の
学
力
向
上
の
目
標

①
分
か
る
授
業
・
楽
し
い
授
業

　

７０
％
以
上
（
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
）

②
実
力
テ
ス
ト　

８
％　

ア
ッ
プ

③
各
種
検
定
所
有
率　

５０
％

▽
主
な
取
り
組
み

①
問
題
解
決
の
た
め
の
見
通
し
を
持

た
せ
る
。

②
生
徒
同
士
の
学
び
合
い
の
場
を
設

定
す
る
。

③
授
業
の
ね
ら
い
を
明
確
に
す
る
。

④
各
種
検
定
へ
の
積
極
的
参
加
を
呼

び
か
け
る
。

⑤
ね
ら
い
と
ま
と
め
に
一
貫
性
の
あ

る
授
業
を
行
う
。

⑥
授
業
に
ま
と
め
の
時
間
を
十
分
に

確
保
し
、
確
実
な
定
着
を
図
る
。

▽
学
力
向
上
へ
の
校
長
の
思
い

現
在
の
中
学
生
に
と
っ
て
、
高
校

入
試
は
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
避
け
て

通
れ
な
い
人
生
の
一
つ
の
ハ
ー
ド
ル

で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
先
に
は
大
学

入
試
あ
る
い
は
就
職
試
験
が
待
っ
て

い
ま
す
。
近
い
将
来
の
た
め
に
、
生

徒
の
学
力
向
上
に
取
り
組
み
、
全
国

で
戦
う
た
め
の
学
力
を
つ
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
学
校
ご
と
に
課

題
を
整
理
し
、
学
力
向
上
に
努
力
い

た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

つ
け
る
た
め
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
夢
を
実
現
し
、
ど
の
よ
う

な
環
境
に
あ
っ
て
も
、
よ
り
良
く
生

き
る
た
め
に
学
力
向
上
は
必
要
で

す
。

準
備
し
、
学
習
内
容
の
確
実
な
定

着
を
図
る
。

④
ノ
ー
ト
を
効
果
的
に
活
用
す
る
こ

と
で
、思
考
力
や
表
現
力
を
養
う
。

⑤
算
数
科
で
は
Ｔ
Ｔ
（
チ
ー
ム
テ
ィ

ー
チ
ン
グ
）
に
よ
る
授
業
を
進
め

る
こ
と
で
、
き
め
細
か
な
指
導
を

行
う
。

⑥
朝
の
時
間
を
利
用
し
た
「
確
認
テ

ス
ト
」
に
よ
り
、
定
着
の
度
合
い

を
確
認
す
る
。

⑦
家
庭
と
の
連
携
を
図
り
、
家
庭
学

習
の
習
慣
（
学
年
×
１０
分
）
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
。

▽
学
力
向
上
へ
の
校
長
の
思
い

本
校
教
育
目
標
で
も
あ
る
、
進
ん

で
学
習
す
る
子
ど
も
（
知
）、
思
い

や
り
の
あ
る
子
ど
も
（
徳
）、
強
く

た
く
ま
し
い
子
ど
も
（
体
）
を
重
視

さ
せ
、「
只
見
学
」
の
推
進
も
図
り

な
が
ら
、教
育
委
員
会
の「
３
・
５
・

１０
」
年
後
の
高
校
入
試
の
長
期
目
標

達
成
の
た
め
、
全
教
職
員
で
取
り
組

み
ま
す
。

只
見
小
学
校

校
長
　
髙
橋
　
吉
博

朝
日
小
学
校

校
長
　
佐
藤
　
雅
義

明
和
小
学
校

校
長
　
馬
場
　
永
好

只
見
中
学
校

校
長
　
吉
津
　
政
一

▲朝日小学校6年生の国語の授業

▲只見中学校3年生の全体指導
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交通安全対策特別交付金 
1,160千円（0.0%）

県支出金
290,231千円（6.5%）

町債
108,300千円（2.4%）

分担金及び負担金
23,935千円（0.5%）

使用料及び手数料
29,521千円（0.7%）

財産収入
30,723千円（0.7%）

寄附金 
5,063千円（0.1%）

繰入金
29,402千円（0.7%）

繰越金
176,544千円（3.9%）

諸収入
38,513千円（0.9%）

地方譲与税
75,189千円（1.7%）

利子割交付金
1,431千円（0.0%）

配当割交付金
320千円（0.0%）

株式等譲渡所得割交付金
153千円（0.0%）

地方消費税交付金
47,615千円（1.1%）

自動車取得税交付金
14,389千円（0.3%）

地方特例交付金 
 7,608千円（0.2%）

自主
　財源

町税
　985,329千円
　　　　22.0%

歳  入

4,470,826

地方交付税 2,292,218千円
51.3%

国庫支出金
313,182千円
　　7.0%

依存財源　70.5％

29.5％

千
円

歳
入
の
決
算
は
４４
億
７
０
８
２
万

６
千
円
で
前
年
に
比
べ
、
７
億
８
３

８
６
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

歳
入
の
う
ち
、
町
税
、
分
担
金
・

負
担
金
、
使
用
料
・
手
数
料
等
、
町

が
徴
収
で
き
る
自
主
財
源
は
、
１３
億

１
９
０
３
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

２
億
６
５
９
５
万
４
千
円
減
少
し
ま

し
た
。

自
主
財
源
の
中
で
最
も
多
い
の
が

町
税
で
す
。
９
億
８
５
３
２
万
９
千

円
で
、
歳
入
全
体
の
２２
・
０
％
、
前

年
度
に
比
べ
１
・
５
％
減
少
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
主
に
、
景
気
悪
化
等
に

よ
る
町
民
税
の
減
少
に
よ
る
も
の
で

す
。自

主
財
源
に
対
し
、地
方
交
付
税
、

国
・
県
支
出
金
、
町
債
等
、
国
や
県

か
ら
の
交
付
や
割
り
当
て
に
よ
る
依

存
財
源
は
、
３１
億
５
１
７
９
万
６
千

円
で
し
た
。

こ
の
依
存
財
源
の
中
で
最
も
頼
り

に
な
る
の
が
地
方
交
付
税
で
す
。
こ

れ
は
、
ど
の
地
方
公
共
団
体
も
等
し

く
事
務
・
事
業
が
で
き
る
よ
う
に
、

国
税
の
う
ち
所
得
税
、
法
人
税
、
消

費
税
、
酒
税
、
た
ば
こ
税
の
一
定
割

合
を
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、

決
算
額
は
、
２２
億
９
２
２
１
万
８
千

円
で
し
た
。
歳
入
全
体
の
５１
・
３
％

を
占
め
、
前
年
度
に
比
べ
５
９
３
１

万
５
千
円
増
加
し
ま
し
た
。

国
及
び
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
国

庫
・
県
支
出
金
は
６
億
３
４
１
万
３

千
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
て
３
億
３

１
４
９
万
５
千
円
減
少
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
主
に
、
明
和
小
学
校
改
築
事

業
の
完
了
に
よ
る
も
の
で
す
。

町
債
は
、
道
路
や
施
設
を
整
備
す

る
た
め
に
借
り
入
れ
る
お
金
の
こ
と

で
、
前
年
度
よ
り
２
億
３
３
１
０
万

円
少
な
い
１
億
８
３
０
万
円
借
り
入

れ
ま
し
た
。
辺
地
債
な
ど
の
優
良
債

を
利
用
し
ま
し
た
。

決
算
報
告

　
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
が
、
こ

の
一
年
間
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
普
通
会
計
を
中
心

に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
は
只
見
町
財
政
状
況
等
の

公
表
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
い
て
お
こ
な
う
も
の
で
す
。

歳
　
入

種　類 前年度決算額 21年度決算額 伸び率
町民税 164,720 151,410 −8.1%
固定資産税 796,213 796,110 −0.0%
軽自動車税 9,988 10,263 2.8%
町たばこ税 24,159 22,157 −8.3%
入湯税 5,375 5,389 0.3%
合計 1,000,455 985,329 −1.5%

■町税の決算状況 （単位：千円）
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積立金 
233,652千円（5.5%）

維持補修費 115,890千円（2.7%）
投資及び出資・貸付金 
13,000千円（0.3%）

扶助費
87,986千円（2.1%）

災害復旧事業費 25,686千円（0.6%）

人件費
　763,587千円
　　　　　17.9%

普通建設事業費
554,580千円
13.0%

補助費等
500,155千円
11.7%

繰出金
658,348
千円
15.4%

物件費
520,320千円
12.2%

公債費
791,660
　 千円
 18.6%

義
　務
　　的
　　　経
　　　　費

　　　　  　　　  38.5%

投資的経費
13.6%

そ
の
他
経
費
47.9%

歳  出

4,264,864千円

歳
出
の
決
算
は
４２
億
６
４
８
６
万

４
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
４
億
７

９
８
１
万
９
千
円
減
少
し
ま
し
た
。

予
算
に
対
す
る
執
行
率
は
84
・
9
％

で
し
た
。

施
設
や
道
路
な
ど
の
整
備
に
使
っ

た
普
通
建
設
事
業
費
は
５
億
５
４
５

８
万
円
（
歳
出
全
体
の
１３
・
０
％
）

で
、
前
年
度
に
比
べ
５
億
７
５
７
６

万
９
千
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
主
に
、
明
和
小
学
校
改
築
事

業
の
完
了
に
よ
る
も
の
で
す
。

町
職
員
の
給
与
や
町
議
会
議
員
、

各
種
委
員
会
報
酬
な
ど
の
人
件
費
は

７
億
６
３
５
８
万
７
千
円
（
歳
出
全

体
の
１７
・
９
％
）
で
前
年
度
に
比
べ

３
５
２
９
万
３
千
円
減
少
し
ま
し
た
。

歳
　
出

町財政状況の公表
用語の解説（歳入）
■町税
　町民の皆さんから納めていた
だく町民税や会社の法人町民税、
固定資産税などです。
■使用料・手数料
　町の施設の使用料や住民票な
どの交付の際の手数料です。
■財産収入
　各種基金利子や町の財産を売
払ったお金です。
■繰入金
　各種基金や他の会計から一般
会計へ繰り入れたお金です。
■諸収入
　他の収入科目に含まれない収
入です。預金利子などがありま
す。
■その他
　繰入金や負担金・分担金など
です。
■地方交付税
　国で集めた税金（所得税、法
人税、消費税、酒税、たばこ税）
の一定割合（約３割）を町の財
政需要に応じて一定の基準のも
とに国から交付されるお金です。
どの地域に住む住民にも、一定
の行政サービスを提供できるよ
うにする財源です。
■国庫・県支出金
　事業を行うために、国や県か
ら交付されたお金です。
■町債
　事業を行うために借入れたお
金です。

用語の解説（歳出）
■義務的経費
　支出が義務付けられた経費で
す。人件費・扶助費・公債費な
どがこれにあたります。
■投資的経費
　資産を将来に残すためのお金
です。施設の建設や備品などの
購入費がこれにあたります。
■人件費
　町職員の給与や議員報酬など
です。
■公債費
　事業を行うために借入れたお
金の償還金です。
■扶助費
　児童手当、障がい者等への援
助費など、法令に基づいて被扶
助者に支給されるお金です。
■普通建設事業費
　道路や学校などの新増設のた
めに使われたお金です。
■物件費
　旅費、電気料、郵便料、備品
購入費などの消費的経費です。

町民一人あたりにすると… 
（平成22年3月31日現在の人口5,091人）

■普通会計支出額･･･837,726円
　（使われたお金）
■町税負担額･･･････193,543円
　（納めていただいたお金）

■貯　金･･･････････758,677円
　（基金に積み立てているお金）

▲建設中の只見小学校体育館
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■
総
務
費

町
制
施
行
５０
周
年
記
念
事
業
・

町
表
彰
式�

5
6
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万
円

新
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム

再
構
築
事
業�

６�
９
４
８
万
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会
津
計
算
セ
ン
タ
ー
負
担
金

�

3�
5
5
2
万
円

ブ
ナ
と
川
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

改
修
事
業�

4�
9
1
6
万
円

減
債
基
金
積
立
金�

�

1
6�
1
3
9
万
円

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

基
金
積
立
金�

6�
0
9
9
万
円

■
民
生
費

社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

�

9
4
3
万
円

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

運
営
委
託
料�

5
3
1
万
円

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
バ
ス
導
入
事
業

�

6
9
0
万
円

児
童
手
当
・
特
例
給
付

�

2�
9
1
5
万
円

■
衛
生
費

乳
幼
児
・
小
児
医
療
公
費
負
担
費

�

6
6
8
万
円

各
種
検
診
委
託
料�

�

1�
2
6
5
万
円

合
併
処
理
浄
化
槽
排
水
管

敷
設
事
業�

�

9
8
4
万
円

西
部
衛
生
処
理
組
合
負
担
金

�

1
2�
7
9
4
万
円

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金

�

2�
2
5
0
万
円

■
労
働
費

町
単
緊
急
雇
用
対
策
事
業

�

1�
9
5
5
万
円

■
農
林
水
産
業
費

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

補
助
金�

2�
0
7
8
万
円

農
業
用
水
路
・
排
水
路
等
工
事

�

1�
7
2
1
万
円

県
営
只
見
西
中
山
間
地
域
総
合

整
備
事
業
負
担
金�

1�
9
5
0
万
円

国
土
調
査
事
業�

1�
2
3
9
万
円

里
山
エ
リ
ア
再
生
交
付
金
事
業�

�

4�
0
5
6
万
円

■
商
工
費

只
見
町
商
工
会
補
助
金�

�
5
8
0
万
円

只
見
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

補
助
金�

7
2
3
万
円

雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会
補
助
金

�

1�
1
5
0
万
円

■
土
木
費

町
道
・
歩
道
除
雪
委
託
料

�

9�
2
0
7
万
円

町
道
補
修
工
事�

1�
9
7
3
万
円

道
路
改
良
工
事
（
１０
路
線
）

�

3�
9
0
8
万
円

安
全
施
設
設
置
工
事�

�

2�
0
5
8
万
円

公
営
住
宅
改
修
工
事

�

2�
0
2
2
万
円

■
消
防
費

非
常
勤
職
員
報
酬
（
消
防
団
員
）

�

1�
4
0
3
万
円

広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
負
担
金�

�

1
3�
2
8
5
万
円

■
教
育
費

只
見
高
校
振
興
対
策
補
助
金

�

8
7
2
万
円

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
事
業

�

4�
1
2
3
万
円

奥
会
津
学
習
セ
ン
タ
ー
施
設
管
理

委
託�

1�
4
8
8
万
円

朝
日
小
学
校
校
舎
等
改
修
事
業

�

3�
3
5
8
万
円

明
和
小
学
校
改
築
・

旧
明
小
施
設
解
体
事
業

�

8�
4
4
1
万
円

只
見
小
学
校
体
育
館
改
築
事
業

�

1�
5
4
4
万
円

■
災
害
復
旧
費

林
道
災
害
復
旧
事
業

�

1�
7
3
5
万
円

会 計 区 分 歳　入 歳　出 差　引
国民健康保険事業特別会計 616,646 586,268 30,378 
国民健康保険施設特別会計 372,692 367,170 5,522 
老 人 保 健 特 別 会 計 3,890 3,890 0 
後期高齢者医療特別会計 118,431 118,361 70 
介護保険事業特別会計 540,500 507,402 33,098 
介護老人保健施設特別会計 226,203 226,203 0 
訪問看護ステーション特別会計 20,170 20,170 0 
地域包括支援センター特別会計 9,028 9,028 0 
簡 易 水 道 特 別 会 計 100,446 100,446 0 
観光施設事業特別会計 31,076 31,076 0 
交 流 施 設 特 別 会 計 112,053 112,053 0 
集落排水事業特別会計 276,650 276,650 0 
朝日財産区特別会計 9,026 346 8,680 

合　　計 2,436,811 2,359,063 77,748 

種　　　　別 残　高
財政調整基金 449,049 
減債基金 756,948 
教育施設整備基金等 
他の特定目的基金 1,674,005 

土地開発基金 
（土地保有を除く） 105,733 

奨学基金等 
他の定額運用基金 194,665 

国民健康保険診療所運営基金等 
他の特別会計に属する基金 682,020 

合　　計 3,862,420 

会 計 名 称 残　高
一般会計 4,032,840 
国民健康保険施設特別会計 631,773 
介護老人保健施設特別会計 174,107 
簡易水道特別会計 700,454 
観光施設事業特別会計 17,397 
交流施設特別会計 24,368 
集落排水事業特別会計 2,693,488 

合　　計 8,274,427 

種　　別
土 　 　 地 4,098万4,747㎡
建 　 　 物 8万0,173㎡
有 価 証 券 9,058万5千円
出 資 に よ る 権 利 2億3,226万6千円

■特別会計の決算の状況

■借入金残高の推移

■基金（貯金）の概況

■借入金の残高

■財産の状況
　 （一般会計と特別会計に属するもの）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

0

20

40

60

80

100

12
年
度

13
年
度

14
年
度

15
年
度

16
年
度

17
年
度

18
年
度

19
年
度

20
年
度

21
年
度

（億円）

81
億
３
，３
１
３
万
円

82
億
2
，７
１
９
万
円

85
億
2
，５
９
２
万
円

88
億
１
，９
７
１
万
円

91
億
６
，７
１
２
万
円

96
億
２
，５
９
８
万
円

97
億
７
，４
８
３
万
円

94
億
２
，５
０
６
万
円

90
億
４
，６
７
０
万
円

82
億
７
，４
４
３
万
円

普
通
会
計
の

主
な
事
業（
目
的
別
）
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非
常
勤
職
員
報
酬
（
消
防
団
員
）

�

1�
4
0
3
万
円

広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
負
担
金�

�

1
3�
2
8
5
万
円

■
教
育
費

只
見
高
校
振
興
対
策
補
助
金

�

8
7
2
万
円

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
事
業

�

4�
1
2
3
万
円

奥
会
津
学
習
セ
ン
タ
ー
施
設
管
理

委
託�

1�
4
8
8
万
円

朝
日
小
学
校
校
舎
等
改
修
事
業

�

3�
3
5
8
万
円

明
和
小
学
校
改
築
・

旧
明
小
施
設
解
体
事
業

�

8�
4
4
1
万
円

只
見
小
学
校
体
育
館
改
築
事
業

�

1�
5
4
4
万
円

■
災
害
復
旧
費

林
道
災
害
復
旧
事
業

�

1�
7
3
5
万
円

示
す
も
の
で
す
。

・
只
見
町
は
、
９
・
６
％
で
、
昨
年

度
比
１
・
７
ポ
イ
ン
ト
減
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
主
に
公
債
費

繰
上
償
還
の
実
施
や
大
規
模
償
還

の
完
了
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
早

期
健
全
化
基
準
の
２５
・
０
％
と
比

較
す
る
と
、
こ
れ
を
下
回
っ
て
い

ま
す
。

④
将
来
負
担
比
率

・
一
般
会
計
等
の
借
入
金
（
地
方
債
）

や
将
来
支
払
っ
て
い
く
可
能
性
の

あ
る
負
担
等
の
現
時
点
で
の
残
高

を
指
標
化
し
、
将
来
財
政
を
圧
迫

す
る
可
能
性
の
度
合
い
を
示
す
も

の
で
す
。

・
只
見
町
は
、
将
来
負
担
額
が
算
出

さ
れ
ず
、
昨
年
度
比
２６
・
１
ポ
イ

ン
ト
減
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、

将
来
負
担
軽
減
に
向
け
た
既
発
債

繰
上
償
還
や
減
債
基
金
等
へ
の
積

立
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
早
期
健

全
化
基
準
の
３
５
０
・
０
％
と
比

較
す
る
と
、
こ
れ
を
下
回
っ
て
い

ま
す
。

⑤
資
金
不
足
比
率

・
公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
公
営

企
業
の
事
業
規
模
で
あ
る
料
金
収

入
の
規
模
と
比
較
し
て
指
標
化

し
、
経
営
状
態
の
悪
化
の
度
合
い

を
示
す
も
の
で
す
。

・
只
見
町
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

資
金
不
足
が
生
じ
て
い
な
い
た

め
、
該
当
あ
り
ま
せ
ん
。

町財政状況の公表
指　　　標 平成21年度決算 平成20年度決算 比較増減 早期健全化基準 財政再生基準

健
全
化
判
断
比
率

①実質赤字比率 ―％ ―％ ―％ 15.00％ 20.00％
②連結実質赤字比率 ―％ ―％ ―％ 20.00％ 40.00％
③実質公債費比率 9.6％ 11.3％ △ 1.7％ 25.0％ 35.0％
④将来負担比率 ―％ 26.1％ △ 26.1％ 350.0％

指標 会　計　名 平成21年度決算 早期健全化基準
簡易水道特別会計 ― ％ 20.0％
観光施設事業特別会計 ― ％ 20.0％
交流施設特別会計 ― ％ 20.0％
集落排水事業特別会計 ― ％ 20.0％

▼財政健全化指標

▼公営企業の経営健全化指標

○早期健全化基準…基準を超えると財政健全化計画の策定が義務付けられ、国への報告
義務を負います。

○財政再生基準……基準を超えると財政再生計画の策定が義務付けられ、事実上総務
大臣の同意を得なければなりません。

従
来
の
法
制
度
で
は
、
地
方
公
共

団
体
の
普
通
会
計
に
お
い
て
赤
字
額

が
標
準
財
政
規
模
の
２０
％
を
超
え
る

と
、
い
き
な
り
財
政
再
建
団
体
と
な

り
、
注
意
喚
起
の
段
階
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
、
特
別
会
計
や
企

業
会
計
に
い
く
ら
累
積
赤
字
が
あ
っ

て
も
財
政
再
建
団
体
と
な
ら
ず
、
地

方
公
共
団
体
全
体
の
姿
を
反
映
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
財
政
健
全
化
法
で
は
、「
早

期
健
全
化
」
と
「
財
政
再
建
」
の
２

段
階
で
財
政
悪
化
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

と
と
も
に
、
特
別
会
計
や
企
業
会
計

も
併
せ
た
連
結
決
算
に
よ
り
地
方
公

共
団
体
全
体
の
財
政
状
況
を
よ
り
明

ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

①
実
質
赤
字
比
率

・
普
通
会
計
の
実
質
赤
字
が
標
準
財

政
規
模
に
占
め
る
割
合
で
す
。

・
只
見
町
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
赤

字
が
生
じ
て
い
な
い
た
め
、
該
当

あ
り
ま
せ
ん
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

・
全
会
計
の
実
質
赤
字
が
標
準
財
政

規
模
に
占
め
る
割
合
で
す
。

・
只
見
町
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
赤

字
が
生
じ
て
い
な
い
た
め
、
該
当

あ
り
ま
せ
ん
。

③
実
質
公
債
費
比
率

・
借
入
金
（
地
方
債
）
の
返
済
額
及

び
こ
れ
に
準
じ
る
額
の
大
き
さ
を

指
標
化
し
、
資
金
繰
り
の
程
度
を

平
成
２１
年
度
も

早
期
健
全
化
基
準
を

下
回
り
ま
し
た

【
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
の
公
表
】

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
財
政

健
全
化
法
）
が
平
成
１９
年
６
月
に
公
布
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り

全
て
の
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
平
成
１９
年
度
決
算
か
ら
財

政
健
全
化
に
か
か
る
各
指
標
の
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
只
見
町
の
各
指
標
の
状
況
は
表
の
と
お
り
で
す
。

財
政
健
全
化
法
に
つ
い
て

健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て

公
営
企
業
の

経
営
健
全
化
指
標
に
つ
い
て

⑤
資
金

　

不
足
比
率

※該当額または該当比率が算定されない場合は「―」と表示されます。

※資金不足額が生じていない場合は「―」と表示されます。
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「自然首都・只見」応援基金は、只見町が目指す「まちづくり」にご賛同いただいた皆様からの寄附を通じて、
より多くの皆様と連携し、個性豊かな活力あるまちづくりを行うための基金です。（この基金への寄附は、ふる
さと納税の対象となります）

平成２１年度においても、多くの皆様からお問い合わせをいただきまして、予想をはるかに上回るたくさんの
ご寄附を頂戴いたしました。全ての皆様に心よりの御礼を申し上げます。

この度、平成２１年度の基金事業の報告をさせていただきます。今後とも、只見町の可能性と将来性にご期待
くださいますとともに、只見町の「まちづくり」へのご参加をお願いいたします。

平成21年度　「自然首都・只見」応援基金　事業報告

1 寄附受入状況について
延人数 寄附合計額

平成21年度　寄附受入状況 19人 1,775,000円
【内訳】

寄附件数 寄附金額
（１）ブナを核としたまちづくり 7件 720,000円
（２）雪と共存するまちづくり 3件 25,000円
（３）次世代を担う子供たちの教育充実 8件 545,000円
（４）その他の事業 6件 315,000円
（５）指定なし 6件 170,000円
※（４）その他の事業には、企業誘致・高齢者福祉・児童福祉・医療充実・林道整備の各事業が含まれます。

2 ご寄附をお寄せいただいた皆様（公表を希望されない方は＜非公表＞としております）

寄附年月日
ご住所 

（市町村名まで） ご芳名 金額 寄附内容

平成21年4月6日 東京都港区 天 童 よ し み 様 100,000円 指定なし
平成21年5月11日 東京都千代田区 尾 花 美 恵 子 様 30,000円 指定なし
平成21年6月25日 福島県郡山市 菅 家　 　 満 様 10,000円 ブナを核としたまちづくり
平成21年6月29日 福島県福島市 ㈱ 東 邦 銀 行 様 670,000円 ブナを核としたまちづくり
平成21年7月16日 東京都日野市 鈴 木　 　 清 様 5,000円 ブナを核としたまちづくり

5,000円 雪と共存するまちづくり
10,000円 次世代を担う子供たちの教育充実
10,000円 企業誘致・新企業発案

平成21年7月31日 京都府城陽市 鈴 木　 有 起 様 10,000円 雪と共存するまちづくり
平成21年8月10日 ＜非公表＞ 10,000円 指定なし
平成21年8月17日 福島県南会津町 星　　 英 徳 様 5,000円 ブナを核としたまちづくり

5,000円 次世代を担う子供たちの教育充実
平成21年8月26日

＜非公表＞

10,000円 ブナを核としたまちづくり
10,000円 雪と共存するまちづくり
10,000円 次世代を担う子供たちの教育充実
10,000円 高齢者福祉
10,000円 指定なし

平成21年8月31日 ＜非公表＞ 10,000円 指定なし
平成21年8月31日 福島県白河市 福 原　 重 吉 様 10,000円 ブナを核としたまちづくり
平成21年9月8日 ＜非公表＞ 10,000円 次世代を担う子供たちの教育充実
平成21年9月15日 ＜非公表＞ 200,000円 次世代を担う子供たちの教育充実
平成21年9月24日 東京都品川区 鈴 木　 敦 子 様 10,000円 次世代を担う子供たちの教育充実
平成21年10月14日 茨城県つくばみらい市 栗 田　 厚 美 様 10,000円 指定なし
平成21年11月2日 埼玉県さいたま市 内 山　　 治 様 75,000円 高齢者福祉
平成22年2月26日 福島県只見町 吉 田　 六 郎 様 100,000円 次世代を担う子供たちの教育充実

100,000円 児童福祉
100,000円 医療充実

平成22年3月29日 福島県只見町 梅 宮　 守 夫 様 200,000円 次世代を担う子供たちの教育充実
平成22年3月30日 東京都稲城市 岩 瀬　 隆 之 様 10,000円 ブナを核としたまちづくり

20,000円 林道整備
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3  「自然首都・只見」応援基金の状況� (単位：円)
事業の種類 前年度末残高 利子積立 寄附積立 活用取崩 年度末残高

（１）ブナを核としたまちづくり 1,120,000 1,211 720,000 0 1,841,211 
（２）雪と共存するまちづくり 0 0 25,000 0 25,000 
（３）次世代を担う子供たちの教
育充実

20,470,000 22,124 545,000 −1,276,541 19,760,583 

（４）その他の事業 10,280,000 11,111 315,000 −4,123,170 6,482,941 
（５）指定しない 175,000 189 170,000 0 345,189 

合　　計 32,045,000 34,635 1,775,000 −5,399,711 28,454,924 

4 寄附金の使途
　平成２０年度にいただいた寄附金につきましては、平成２１年度において５，３９９，７１１円を活用させていただきま
した。なお、積立金預金利子３４，６３５円が発生しておりますので、「自然首都・只見」応援基金に積み立てし、
前年度末残高を元に各事業に配分させていただきました。

【平成２１年度　実施事業の概要】
○次世代を担う子どもたちの教育充実に関する事業

・小・中学校図書整備事業（只見あしながおじさん事業）
事業費　　　７９８，２１９円
事業概要　　只見町内三小学校及び中学校に図書購入

・フレンドシップコンサート
事業費　　　４７８，３２２円
事業概要　　ウィーン・ザイフェルト弦楽四重奏団の演奏

　　　　　　  会を開催

○その他の事業（高齢者福祉）
・介護老人保健施設・こぶし苑備品等整備事業

事業費　　　４，１２３，１７０円
事業概要　　こぶし苑に娯楽用ＡＶ機器やテント等野外
　　　　　　活動備品、身の回り整理棚などを整備

平成２１年度にいただいた寄附金は、全額を「自然首都・只見」応援基金に積み立て、２２年度以降の事業に
活用させていただくまで厳密に管理させていただきます。

なお、各内訳項目事業の基本的方向性は以下のとおりとしております。

（1）ブナを核としたまちづくり
　　　天賦の資源たる只見町の自然を後世に引き継ぐことを我々の使命とし、その調査研究と必要な対策

を行うとともに、世界に誇る只見町のブナ林を広く紹介し、保護啓蒙を図るとともに地域資源とし
て活用を図る。

（2）雪と共存するまちづくり
　　　特に高齢者にとって負担の大きい雪国での暮らしを支え、安心して生活できる町づくりを行うとと

もに、多雪から生み出される様々な恩恵を最大限に活かし、また新たな可能性を秘めた固有の地域
資源として活用を図る。

（3）次世代を担う子どもたちの教育充実
　　　地域資源全てを学習対象として地域に学ぶ「只見学」を推進するとともに、将来の只見町を担う広

い視野を持った人づくりを行い、また厳しく大きな自然環境での生活を通じた人格形成と、将来につ
ながる高等教育をこの場所で実現するため、福島県立只見高等学校の存続と教育環境の実現を図る。

（4）その他の事業
　　　寄附者の意向に沿った事業計画を立案・実施する。
（5）指定なし
　　　その他町の活性化・発展に寄与するための事業に充当する。
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町
職
員
の
給
与
は
、
国
や
県
の
勧
告
を
基
に
町
議
会
の
議
決
を

得
て
条
例
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
一
層
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、

そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
公
表
は
、
只
見
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に

関
す
る
条
例
に
よ
り
ま
す
。

（１）人件費の状況（平成22年度一般会計予算）

区　分 歳出額
Ａ（千円）

人件費
Ｂ（千円）

職員給与
Ｃ（千円）

人件費率
Ｂ／Ａ

職員給与費率
Ｃ／Ａ

22年度 4,021,000 873,972 484,776 21.74％ 12.06％
㊟この表は町財政（歳出額）に占める人件費･職員給与費の割合を示して
います。人件費（Ｂ）には常勤･非常勤の特別職、議員等に支給される給料、
報酬などを含みます。職員給与費（Ｃ）は、人件費の内一般職員の基本
給（給料、扶養手当）及びその他の手当（期末･勤勉手当、時間外勤務手
当等）の支給額で、地方公務員共済組合負担金、退職手当負担金を除い
たものです。

（２）職員(一般行政職)の平均給料月額及び平均年齢の状況
区　　分 平均給料月額 平均年齢
21 年度 309,800 円 40.7 歳
22 年度 303,900 円 39.7 歳

（３）職員(一般行政職)の初任給の状況
区　　分 高校卒 大学卒
21 年度 142,500 円 175,100 円
22 年度 142,500 円 175,100 円

（４）行政職の級別職員数の状況（平成22年4月1日現在 : 一般事務職【税務職、福祉職除く】）
区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 計

標 準 的 な
職       名

主事
・

主事補等
副主査等

主任主査
・

主査等
班 長 等 課  長  等 参  事  等

職  員  数 　8 人 　12 人 　23 人 　10 人 　10 人 　3 人 66 人
構  成  比 　12.1％ 18.2％ 　34.8％ 　 15.2％ 15.2％ 4.5％ 100％

㊟行政職員の給料は職務の責任の度合いに応じて６級に分かれています。（平成18年4月改定）

（５）期末・勤勉手当の支給割合      　　　  （６）特別職の報酬などの状況
期末手当 勤勉手当 区分 職 給料・報酬（月額） 期末手当（支給割合） 備　考

6月期 1.25 月分 0.70月分 給
料

町　長 677,700円
・6月期
　1.45月分

・12月期
　1.65月分

計3.10月分

特
別
職
の
報
酬
等
は
、

平
成
十
七
年
四
月
一
日

よ
り
一
〇
％
減
額
改
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

副町長 541,800円

12月期 1.40 月分 0.70月分
教育長 514,800円

報
酬

議　長 270,900円

計 2.65 月分 1.40月分
副議長 209,700円
議　員 189,900円

（７）部門別職員数（各年度4月1日現在）

区 

分
一　般　行　政　部　門 特別行政 公営企業部門

合計
部　 門 議会 総務 税務 民生 衛生 農林 商工 土木 教育 病院 水道 下水道 その他

職 

員 

数

平成 20 年度 2 26 7 15 6 8 4 6 7 13 3 1 6 104
平成 21年度 2 25 ６ 15 6 7 5 6 7 16 3 1 6 105
平成 22 年度 2 24 ６ 15 6 6 5 6 8 16 2 1 6 103

21年度：22年度
比　較　増　減 ▲ 1 ▲ 1  １ ▲ 1 ▲ 2

主な増減理由

組
織
・
機
構
の
改

革
に
伴
う
減

国
土
調
査
事
業
縮

小
に
伴
う
減

教
育
長
の
選
任
に

よ
る
増

管
理
業
務
の
一
部
を

民
間
委
託
に
よ
る
減

㊟部門区分は、国の定員管理調査基準による区分です。

町
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
公
表

町
職
員
・
特
別
職
の
給
与
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NEWS&FLASH ニュース&フラッシュNEWS&FLASH

▲髙木正貴さん（左）、佐藤知事（中）、純子さん（右）▲長谷川選手、日本一のガッツポーズ
　

第
５１
回
福
島
県
農
業
賞

（
新
規
就
農
部
門
）
を
、

髙
木
正
貴
さ
ん
・
純
子
さ

ん
夫
妻
（
坂
田
）
が
受
賞

さ
れ
、
表
彰
式
が
９
月
８

日
、杉
妻
会
館
（
福
島
市
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
佐
藤
雄

平
福
島
県
知
事
か
ら
受
賞

者
一
人
一
人
に
、
賞
状
と

記
念
の
盾
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

髙
木
さ
ん
夫
妻
は
、
福

　

只
見
町
出
身
の
「
長
谷

川
進
野
さ
ん
」
が
所
属
す

る
東
芝
チ
ー
ム（
川
崎
市
）

が
、
第
８１
回
都
市
対
抗
野

球
で
全
国
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

東
芝
の
優
勝
は
３
年
ぶ

り
、
決
勝
戦
は
９
月
７
日

に
東
京
ド
ー
ム
で
行
わ

れ
、
Ｊ
Ｒ
九
州
（
北
九
州

市
）
と
対
戦
、
２
対
０
で

勝
利
し
ま
し
た
。

　

長
谷
川
選
手
は
、
平
成

１９
年
の
秋
に
膝
の
靭
帯
を

痛
め
る
大
け
が
を
し
、
翌

年
３
月
に
手
術
、
リ
ハ
ビ

島
県
で
の
就
農
を
決
意
さ
れ
平
成

１６
年
４
月
に
、
家
族
４
人
で
只
見

町
に
移
住
、
ト
マ
ト
栽
培
の
研
修

を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
は
、

生
産
技
術
の
習
得
と
向
上
に
努
め

ら
れ
、
平
成
１８
年
に
南
郷
ト
マ
ト

生
産
組
合
新
人
賞
に
輝
く
な
ど
、

産
地
を
リ
ー
ド
す
る
優
良
栽
培
者

と
し
て
働
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
髙

木
さ
ん
夫
妻
は
、「
安
全
で
お
い

し
い
ト
マ
ト
を
消
費
者
に
届
け
た

い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

リ
を
乗
り
越
え
平
成
２１
年
１
月
か

ら
東
芝
で
プ
レ
ー
し
、
今
回
の
優

勝
に
も
貢
献
し
ま
し
た
。
長
谷
川

選
手
は
、
東
芝
へ
の
移
籍
前
に
三

菱
ふ
そ
う
川
崎
チ
ー
ム
に
も
５
年

間
所
属
、
そ
の
間
に
も
全
国
制
覇

を
経
験
し
て
い
ま
す
。電
話
で「
移

籍
し
た
チ
ー
ム
で
も
優
勝
で
き
て

嬉
し
い
。
秋
の
大
会
も
優
勝
目
指

し
頑
張
り
た
い
」
と
力
強
く
話
す

長
谷
川
選
手
、
今
後
の
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。

　

全
国
大
会
で
の
只
見
町
出
身
者

の
活
躍
は
、
町
民
に
夢
や
希
望
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。長
谷
川
選
手
、

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

第51回福島県農業賞・新規就農部門けが克服し都市対抗野球で日本一

髙木正貴さん・純子さん（坂田）受賞只見町出身・長谷川進野選手（29）

八
所
神
社
（
黒
谷
）
例
祭

�

御
遷
宮
祭�

9
月
5
日
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平
成
２２
年
度
只
見
町
敬
老
会
が
只

見
・
朝
日
・
明
和
の
各
地
区
セ
ン
タ
ー

で
、
９
月
１２
日
に
開
か
れ
、
今
年
度

内
の
満
７５
歳
以
上
の
方
々
が
、
只
見

地
区
で
１
５
８
名
、
朝
日
地
区
で

１
９
６
名
、
明
和
地
区
で
２
０
５
名

が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
２２
年
９
月
１
日
現
在
で
の
福

島
県
の
高
齢
化
率
（
総
人
口
に
占
め

る
６５
歳
以
上
の
人
口
の
割
合
）
は

２４
・
９
％
で
、
同
時
期
の
只
見
町
の

高
齢
化
率
は
４１
・
４
％
で
あ
り
、
県

内
で
４
番
目
に
高
い
も
の
で
す
。
ま

た
、
町
内
に
は
満
百
歳
以
上
の
方
が

4
名
お
ら
れ
、
長
寿
の
町
と
な
っ
て

い
ま
す
。

只
見
地
区
の
敬
老
会
で
は
、
目
黒

町
長
が
「
豊
か
な
経
験
と
知
識
を
地

域
活
動
に
活
か
さ
れ
、
今
後
も
町
の

発
展
の
た
め
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
生
き
が
い
が
持
て
る
よ
う

高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
努
め
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
続
い
て
、
酒
井
右

一
町
議
会
副
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
、

只
見
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

会
長
の
鈴
木
慎
介
さ
ん
が
「
自
己
管

理
に
努
め
、
事
故
な
ど
に
遭
わ
な
い

よ
う
注
意
し
長
生
き
し
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

祝
宴
で
は
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
続
き
、
只
見
保

育
所
年
長
組
の
５
名
が
お
遊
戯
を
披

露
、
さ
ら
に
婦
人
会
の
皆
さ
ん
に
よ

る
華
麗
な
舞
踊
な
ど
が
行
わ
れ
、
会

場
内
は
大
き
な
拍
手
と
歓
声
に
つ
つ

ま
れ
ま
し
た
。
温
か
い
心
が
こ
も
っ

た
す
ば
ら
し
い
敬
老
会
で
し
た
。
皆

さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
長
生
き

し
て
く
だ
さ
い
。

県
民
の
意
見
や
要
望
な
ど
を

県
政
に
活
か
す
こ
と
、
そ
し
て

県
政
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
知
事
と
語
ろ
う
・
さ
わ
や
か

ト
ー
ク
」
が
、
９
月
２６
日
に
下

郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
下
郷

町
）
で
開
か
れ
、
只
見
町
か
ら

酒
井
治
子
さ
ん
（
只
見
）
が
懇

談
者
と
し
て
出
席
さ
れ
ま
し

た
。は

じ
め
に
、
佐
藤
雄
平
福
島

県
知
事
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り

「
南
会
津
に
は
豊
か
な
自
然
、

公
園
、
文
化
財
産
が
あ
る
。
そ

れ
ら
を
活
用
し
な
が
ら
地
域
の

発
展
を
目
指
し
た
い
」
と
話
さ

れ
、
懇
談
者
６
名
が
佐
藤
知
事

を
囲
ん
で
の
懇
談
に
入
り
ま
し

た
。懇

談
で
は
酒
井
治
子
さ
ん
が

２０
～
３０
歳
代
の
お
母
さ
ん
が
働

き
に
出
れ
る
環
境
や
場
所
の
確

保
が
必
要
、
観
光
関
連
で
も
働

き
場
の
提
供
が
で
き
れ
ば
い
い

と
思
う
。
と
考
え
を
述
べ
、
佐

▲佐藤知事と記念撮影

▲敬老を祝い乾杯（只見地区センター）

▲楽しく過ごす出席者（明和地区）

藤
知
事
は
女
性
の
社
会
進
出
に
つ
い

て
は
県
民
会
議
で
も
協
議
し
て
い

る
。
女
性
が
社
会
に
出
る
環
境
を
地

域
ぐ
る
み
で
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
。
ま
た
、
地
域
の
カ
ラ
ー
を
観

光
で
出
し
、
着
地
型
観
光
に
結
び
付

け
て
ほ
し
い
。
と
話
し
ま
し
た
。

出
席
者
全
員
の
質
問
や
意
見
に
対

し
回
答
さ
れ
た
あ
と
、
フ
リ
ー
ト
ー

ク
が
行
わ
れ
懇
談
が
終
了
し
ま
し

た
。
最
後
に
佐
藤
知
事
は
、
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
て
い
た
だ
き
、
情
報

を
私
た
ち
に
つ
な
い
で
い
た
だ
き
な

が
ら
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き

た
い
。
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
２２
年
度
只
見
町
敬
老
会

楽
し
く
笑
っ
て
元
気
に
長
生
き
！

移
動
知
事
室
「
知
事
と
語
ろ
う
・
さ
わ
や
か
ト
ー
ク
」

南
会
津
地
域
の
発
展
願
い
意
見
交
換

ニュース&フラッシュ

さわやかトークに参加して
初めて参加して、知事と直接お会いし

て話すことができ、とても緊張しました
が、貴重な経験をさせていただきました。
私自身は、自分の故郷で暮らしながら、
仕事と子育てをして暮らしていける只見
町の良さ、そして仕事として関わってい
る観光まちづくりについて知事にお話し
しました。福島県でも、地域の子供たち
の一時保育に地元のおじいちゃん、おば

あちゃんが積極的に子育てに協力できるしくみづくりに取り組
みたいと考えていること、また平成24年度には福島県の観光
ＰＲに関する大型キャンペーンが始まるということで、今後の
観光に向けたお話を聞くことができました。南会津の各地域で
様々な分野で地域を元気にしようと活躍されている方の話や課
題なども聞け、只見町だけでなく、南会津全体でまちづくりを
すすめていく大切さも改めて感じました。

酒井治子さん
（只見）
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▲高校時代の思い出を話す大竹隆二さん

只
見
高
等
学
校
振
興
対
策
懇
談
会

高
校
の
充
実
と
存
続
に
つ
い
て
意
見
交
換

福
島
県
芸
術
文
化
団
体
連
合
会
な

ど
が
主
催
し
、
９
月
５
日
に
會
津
風

雅
堂
（
会
津
若
松
市
）
で
開
か
れ
た

福
島
県
芸
術
祭
に
只
見
町
か
ら
小
林

早
乙
女
保
存
会
（
堀
金
俊
彦
会
長
）

が
出
演
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
県
内
最
大
級
の
芸

術
文
化
の
祭
典
で
９
月
か
ら
１１
月
に

わ
た
り
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
開
幕
行

事
と
し
て
県
の
伝
統
文
化
団
体
に
よ

る
伝
統
芸
能
が
披
露
さ
れ
、
小
林
早

乙
女
保
存
会
は
じ
め
、
会
津
の
各
地

域
か
ら
７
団
体
が
出
演
、
踊
り
や
獅

子
舞
、
民
謡
な
ど
で
、
県
内
各
地
か

ら
集
ま
っ
た
観
客
を
、
地
域
に
伝
わ

る
独
特
の
芸
能
の
世
界
へ
と
引
き
込

ん
で
い
ま
し
た
。

只
見
高
校
の
様
子
や
支
援
体
制
な

ど
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
高
等
学
校
へ
の
進
学
を
控
え
る

中
学
３
年
生
の
保
護
者
な
ど
関
係
者

約
５０
名
が
出
席
し
、
只
見
高
等
学
校

振
興
対
策
懇
談
会
が
、
９
月
１４
日
に

朝
日
地
区
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し

た
。は

じ
め
に
振
興
対
策
会
議
会
長
の

目
黒
町
長
よ
り
「
進
路
に
つ
い
て
情

報
交
換
い
た
だ
き
、
ま
た
只
見
高
校

に
つ
い
て
の
理
解
が
高
ま
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

続
い
て
鈴
木
健
司
只
見
高
等
学
校
校

長
か
ら
は
「
近
隣
の
中
学
生
が
只
見

に
向
い
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

只
見
中
学
校
の
生
徒
も
多
く
入
学
い

た
だ
き
、
成
果
や
実
績
を
残
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

只
見
高
校
の
卒
業
生
と
部
活
動
指

導
者
か
ら
の
発
表
で
は
、
平
成
２１
年

度
卒
業
の
大
竹
隆
二
さ
ん
（
布
沢
）

が
「
学
校
生
活
で
は
人
間
関
係
や
人

と
の
つ
な
が
り
が
一
番
大
切
。先
生
、

生
徒
、
全
員
が
友
達
と
い
う
こ
と
が

す
ば
ら
し
い
学
校
。
こ
の
学
校
で
で

き
た
友
達
は
大
切
な
宝
物
。
只
見
高

校
を
卒
業
で
き
て
本
当
に
良
か
っ

た
」
と
時
お
り
笑
顔
を
見
せ
話
し
ま

し
た
。
最
後
に
、
懇
談
が
行
わ
れ
、

出
席
者
と
先
生
と
の
情
報
交
換
も
深

ま
り
、
有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り
ま

し
た
。

福
島
県
芸
術
祭
に
小
林
早
乙
女
保
存
会
が
出
演

響
け
輝
け
世
代
を
こ
え
て
！

NEWS&FLASHNEWS&FLASH

只見町名誉町民で
書家の皆川雅舟（政
一郎）さん（郡山市）
が「自然首都・只見
応援基金」に１００万円
を寄附されました。

寄附金は皆川さん
の長女、恭舟（恭子）

さんが９月６日に役場本庁を訪れ、町長室で目黒町
長に手渡されました。

町からも、このご厚意に敬意と感謝の気持ちを
込め、９月１１日に行われた皆川さんの胸像除幕式の
席上で恭舟さんに感謝状を贈呈しました。

いただいたご寄附は、有効に活用させていただ
きます。ありがとうございました。

皆川雅舟（政一郎）さんが
「自然首都・只見応援基金」に寄附

故郷の只見に胸像建つ

皆川雅舟（政一郎）さん
の胸像除幕式

只
見
町
名
誉
町
民
で
墨
雅

書
道
会
代
表
、
郡
山
市
在
住

の
書
家
「
皆
川
雅
舟
（
政
一

郎
）さ
ん（
８７
）」の
胸
像
が
、

故
郷
の
田
子
倉
地
内
に
あ
る

若
宮
八
幡
宮
境
内
に
建
立
さ

れ
、
９
月
１１
日
に
除
幕
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
場
所
は
田

子
倉
湖
を
見
渡
せ
る
位
置
に

と
い
う
皆
川
さ
ん
の
希
望
に

よ
り
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

皆
川
さ
ん
が
地
域
文
化
功

労
賞
（
国
）
や
文
化
功
労
賞

（
県
）
を
受
賞
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
墨
雅
書

道
会
会
員
の
方
な
ど
の
寄
附
で
胸
像

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

除
幕
式
に
は
実
行
委
員
長
の
山
田

鳳
仙
さ
ん
や
墨
雅
書
道
会
会
長
で
長

女
の
恭
舟
（
恭
子
）
さ
ん
、目
黒
町
長
、

五
十
嵐
拓
町
議
会
議
長
、
墨
雅
書
道

会
会
員
の
方
な
ど
が
出
席
、
胸
像
を

除
幕
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
皆
川
さ
ん
か
ら
只
見
町

に
、
次
世
代
の
育
成
に
と
多
大
な
ご

寄
附
を
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
目

黒
町
長
が
恭
舟
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

▲寄附金を手渡す恭舟さん（左）

▲胸像の完成を喜ぶ恭舟さん（中央）

▲小林早乙女保存会の踊り
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げんき村（只見農産加工企業組合）が、ふるさと恵
みの店（県産品取扱店）として福島県知事の指定を受
けました。この指定を受けるには決められた１４品目の
県産品のうち７品目以上取り扱っているか、また年間
を通して長期的休業がないか、地産地消に取り組んで
いるかなど、全６項目の基準要件をすべて満たさなけ
ればなりませんが、げんき村はすべてをクリアーしま
した。指定は町内で２ヵ所目です。

新潟県中越地震などの影響から入山禁止となってい
た浅草岳の沼の平エリアの散策が６年ぶりに可能とな
り、９月２６日に「浅草岳・沼の平トレッキング」が只
見町観光まちづくり協会主催で行われました。登山道
の修復作業も完了したことから入山が再開、沼の平は
ブナの大木や、ブナの原生林に囲まれた神秘的な沼が
魅力で、自然の豊かさを象徴するスポットです。ぜひ
皆さんも訪れてみてください。

指    　定基準をすべてクリアー

ブ    　ナの原生林と点在する沼の景色が魅力

「げんき村」がふるさと恵みの店に指定

浅草岳・沼の平トレッキング

▲

ロゴが入ったパネルを手にする梁取徳雄理事長（中央）

▲緑につつまれたブナの原生林を散策する参加者

｢安全運転心がけて！｣ 交通安全鼓笛パレード

明和小学校（9月22日）

只見小学校（9月21日・町下体育館） 朝日小学校（9月24日）
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只 　見高校文化祭の記念事業で来校
曽野綾子さん講演会

作家の曽野綾子さんが９月４日、只見高等学校を訪れ、
講演を行いました。この講演会は文化庁の学校派遣講
演事業により開かれたもので、講演のテーマは「世界
の中の日本」、曽野さんは今までに訪れた１２０ヵ国での
貴重な体験談や「読む・聞く・話す・書く」こと、国
語力の重要性などについて講話しました。生徒や保護
者、町民の方が聴講されました。

功　
績たたえ受章を喜び祝う
小沼昇さんの叙勲を祝う会

春の叙勲で旭日双光章を受章された前只見町長の小
沼昇さん（黒谷）の叙勲を祝う会が９月１９日に季の郷
湯ら里で開かれました。発起人代表の目黒町長があい
さつし、五十嵐拓町議会議長らが祝辞を述べました。
小沼さんは謝辞で「町民として、この豊かな自然の町
で、ゆったりと暮らせる地域づくりの力になっていき
たい」と述べました。小沼さんは平成８年から１２年間、
町長を務められました。

楽しい絵本をいっぱい載せたキャラバンカーが９月
２４日、明和保育所を訪れました。この活動は読書の楽
しさを多くの子どもに伝えることを目的に講談社（東
京都）が行なっている「本とあそぼう・全国訪問おは
なし隊」が来所したもので、この日は只見保育所と朝
日保育所のお友だちも集まり、たくさんの絵本に親し
み、おはなし隊の紙芝居で楽しい時間を過ごしました。

絵　
本満載キャラバンカーが明和保育所に
本とあそぼう・全国訪問おはなし隊

▲謝辞を述べる小沼昇さん

▲国語力の大切さを説いた曽野綾子さん

▲約５５０冊の絵本などが自由に楽しめる

皆さんからの身近な情報をお待ちしています。ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。
総務企画課　☎82−５2１０　Fax 82−2１１7

各地区で熱戦・町民運動会（9月26日）

只
見
地
区

　
町
民
運
動
会

明
和
地
区

　
町
民
大
運
動
会

朝
日
ふ
れ
あ
い

　�

運
動
会
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皆
さ
ん
の
身
の
ま
わ
り
に
は
た

く
さ
ん
の
種
類
の
薬
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
病
気
を
治
し
た
り
、
健
康

を
維
持
し
た
り
す
る
の
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
反
対
か
ら
読

む
と
「
リ
ス
ク
（
危
険
）」
と
の

言
葉
ど
お
り
、
適
切
に
使
用
し
な

い
と
思
わ
ぬ
し
っ
ぺ
返
し
を
食
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
僕
が

診
療
所
で
経
験
し
た
薬
の
失
敗
談

を
交
え
て
話
を
し
ま
す
。

【
例
１
】
先
日
外
来
に
来
た
Ａ

さ
ん
、「
眠
れ
な
い
か
ら
薬
を
く

れ
。
友
達
に
も
ら
っ
た
安
定
剤
飲

ん
だ
ら
よ
く
眠
れ
た
か
ら
」
と
、

友
人
に
も
ら
っ
た
薬
を
僕
に
見
せ

ま
し
た
。
よ
く
み
て
み
る
と
…
な

ん
と
、
下
剤
だ
っ
た
の
で
す
。
ど

ち
ら
も
寝
る
前
に
飲
む
薬
な
の

で
、
友
人
は
間
違
っ
て
渡
し
て
し

ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も

眠
れ
て
し
ま
っ
た
Ａ
さ
ん
っ
て
す

ご
い
っ
！
下
剤
だ
っ
た
か
ら
良

か
っ
た
も
の
の
、
薬
に
よ
っ
て
は

命
に
関
わ
る
物
も
あ
り
ま
す
。
決

し
て
貸
し
借
り
は
行
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
（
責
任
、
取
れ
ま

せ
ん
よ
ね
）。

【
例
２
】高
血
圧
の
患
者
Ｂ
さ
ん
、

血
圧
の
薬
を
出
し
て
い
る
の
で
す

が
な
か
な
か
血
圧
が
下
が
ら
ず
、

僕
な
り
に
あ
れ
や
こ
れ
や
と
頭
を

悩
ま
せ
、
外
来
に
て
ど
ん
ど
ん
降

圧
薬
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
あ

る
時
福
祉
の
職
員
か
ら
「
先
生
、

Ｂ
さ
ん
全
然
薬
を
飲
ん
で
い
ま
せ

ん
よ
」
と
指
摘
さ
れ
び
っ
く
り
！

下
が
る
わ
け
無
い
よ
な
ぁ
…
。
処

方
さ
れ
た
薬
は
き
ち
ん
と
用
法
・

用
量
に
従
っ
て
飲
ん
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
ど
う
し
て
も
飲
み
忘

れ
た
際
に
は
正
直
に
医
師
（
看
護

師
・
薬
局
で
も
い
い
で
す
）
へ
教

え
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
も
貴
重
な

情
報
に
な
り
ま
す
。

い
い
こ
と
だ
ら
け
な
ら
僕
た
ち

も
ど
ん
ど
ん
薬
を
出
し
た
い
で
す

が
、
薬
に
は
必
ず
副
作
用
が
存
在

し
ま
す
。
肝
臓
・
腎
臓
の
機
能
障

害
を
き
た
し
た
り
、
体
の
電
解
質

を
狂
わ
せ
た
り
し
ま
す
。
時
に
僕

た
ち
医
師
は
、
そ
の
副
作
用
を
逆

手
に
と
っ
て
逆
に
治
療
に
用
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
日
常
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も
薬
を

服
用
す
る
際
に
は
必
ず
副
作
用
に

つ
い
て
も
確
認
し
、
当
て
は
ま
る

症
状
が
出
た
と
き
は
す
ぐ
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
国
内
で
薬
の
利
か
な
い
耐

性
菌
が
あ
ち
こ
ち
で
検
出
さ
れ

た
、
と
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
も
実
は
薬
（
抗
生
剤
）
の
乱

用
が
原
因
で
起
こ
っ
た
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
必
要
量
・
期
間
以

上
に
抗
生
剤
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
そ
れ
が
効
か
な
い
耐
性
菌
が

突
然
変
異
で
生
ま
れ
て
し
ま
う
の

で
す
。

薬
と
は
「
①
必
要
な
と
き
に
②

必
要
な
薬
を
③
必
要
期
間
用
い

る
」
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。
薬

の
知
識
を
み
ん
な
で
共
有
し
、
う

ま
く
恩
恵
に
あ
ず
か
れ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

「
ク
ス
リ
」
の
お
は
な
し

広
報
た
だ
み
診
療
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
日
診
療
所
　
所
長
　
佐
竹
　
秀
一

▲二本松市に惜しくも敗れた只見町チームの攻撃

第４回市町村対抗福島県軟式野球大会が、福島市あづま球場で行われ、「初戦突破」を目指し挑んだ、
只見町チームが初戦で惜敗しました。過去３回の大会も初戦で敗退。今年こそは、初戦突破を！とチ
ーム一丸となって勝利を願い戦いましたが、優勝候補と前評判の高い二本松市を相手に息詰まる投
手戦の結果、０対１で惜しくも敗れてしまいました。

当初予定されていた９月２６日の初戦が雨天のため
延期になり、１０月２日に初戦を迎えました。

７月から練習を重ねてきた只見町チーム。残念な
がら結果として初戦敗退となってしまいましたが、
試合終了後は来年に目を向け、またチーム一丸とな
って勝利を目指すことを誓い合いました。

来年もさらなる只見町チームの活躍に期待したい
と思います。

市町村対抗野球大会! 只見町チーム初戦惜敗
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只
見
町
の
年
配
の
方
々
か
ら
お
話

を
伺
っ
た
時
、
最
初
に
う
け
た
印
象

は
性
別
に
ほ
と
ん
ど
関
係
な
く
識
字

率
が
高
い
こ
と
と
、
農
業
法
な
ど
の

近
代
的
技
術
も
含
め
て
学
問
に
対
す

る
熱
心
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
も

ち
ろ
ん
外
国
人
で

あ
る
私
に
は
そ
の

水
準
を
正
確
に
計

る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
が
、
私
た
ち

に
対
す
る
町
民
の

方
々
の
優
し
い
待

遇
の
裏
に
は
学
問

に
対
す
る
関
心
の

深
さ
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
。
他
所
の

人
に
、
自
分
た
ち

の
民
俗
文
化
を
何

時
間
も
丹
念
に
飽

き
ず
に
語
る
の
を

見
て
、
少
し
ず
つ

只
見
町
の
教
育
に

つ
い
て
興
味
を
持

ち
始
め
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
神
奈
川
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
は
別
に
、
佐
野
賢
治
先

生
ゼ
ミ
の
大
学
院
生
に
よ
る
民
俗
調

査
団
が
２
０
０
８
年
３
月
に
刊
行
し

た
『
大
倉
の
民
俗
―
福
島
県
南
会
津

郡
只
見
町
大
倉
―
』（
佐
野
賢
治
編
）

の
な
か
で
、
教
育
に
つ
い
て
の
簡
単

な
報
告
を
書
き
ま
し
た
。
私
た
ち
院

生
に
よ
る
民
俗
調
査
団
に
は
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
か
ら
サ
イ
モ
ン
さ
ん
、
韓

国
か
ら
林
淑
姫
さ
ん
、
そ
し
て
フ
ラ

ン
ス
か
ら
は
私
と
い
う
３
人
の
留
学

生
が
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
ベ
テ
ラ
ン

調
査
員
の
小
松
大
介
さ
ん
や
古
谷
野

洋
子
さ
ん
な
ど
が
参
加
し
て
い
て
、

国
際
的
で
と
て
も
有
意
義
な
民
俗
調

査
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。な
に
よ
り
有
り
難
か
っ
た
の
は
、

町
民
の
方
々
に
お
会
い
す
る
度
に
学

生
と
住
民
が
学
問
の
楽
し
さ
を
一
緒

に
共
有
で
き
る
機
会
を
多
く
い
た
だ

い
た
こ
と
で
す
。

私
に
と
っ
て
只
見
は
紛
れ
も
な
く

外
国
で
す
。
そ
れ
で
も
、
明
治
時
代

か
ら
始
ま
っ
た
欧
米
と
の
交
流
が
長

く
な
っ
た
お
陰
で
（
い
い
面
と
悪
い

面
も
）、
只
見
町
の
住
民
も
欧
米
人

で
あ
る
私
も
近
代
化
の
経
験
を
共
に

持
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、

教
育
に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
戦

後
、
只
見
町
で
は
多
く
の
農
家
の
子

ど
も
た
ち
に
高
等
学
校
や
大
学
へ
進

学
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
社
会
を

作
っ
て
い
こ
う
と
い
う
地
域
あ
げ
て

の
努
力
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ

か
ら
も
こ
の
地
域
で
の
教
育
や
学
問

へ
の
熱
意
を
垣
間
み
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
が
私
た
ち
大
学

院
生
に
よ
る
調
査
を
支
持
し
て
く
れ

た
基
盤
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し

た
。只

見
町
の
伝
統
的
な
生
活
様
式
が

近
代
化
し
た
の
は
、
田
子
倉
ダ
ム
が

竣
工
し
た
以
降
の
高
度
経
済
成
長
期

（
昭
和
３０
年
代
）
の
頃
だ
そ
う
で
す

が
、
そ
れ
を
思
え
ば
、
前
近
代
的
な

民
俗
文
化
が
わ
り
と
最
近
ま
で
存
在

し
て
い
た
と
言
え
ま
す
。
さ
ら
に
、

そ
の
時
代
を
生
き
た
方
々
が
、
ま
だ

町
内
に
は
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
お
陰
で
、
い
わ
ゆ
る
「
伝
統
的

社
会
」
の
消
滅
と
い
う
中
に
あ
っ
て

も
、
只
見
町
の
住
民
が
自
分
の
力
で

民
具
カ
ー
ド
を
記
録
し
た
の
で
す
。

近
代
教
育
の
普
及
と
只
見
町
民
の
学

問
へ
の
情
熱
が
も
た
ら
し
た
興
味
深

い
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

只
見
町
の
民
俗
文
化
は
、
気
候
的

に
は
厳
し
い
冬
、
地
理
的
に
は
深
い

山
と
い
う
特
殊
な
自
然
環
境
か
ら
生

ま
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
加
え
て

只
見
町
民
が
近
代
化
の
過
程
で
培
っ

た
文
化
や
学
問
に
対
す
る
熱
意
、
そ

し
て
戦
前
を
経
験
さ
れ
た
話
者
が
健

在
で
あ
る
と
い
う
民
俗
学
に
と
っ
て

極
め
て
恵
ま
れ
た
環
境
が
相
ま
っ

て
、「
只
見
方
式
」
に
よ
る
民
具
整

理
や
カ
ー
ド
へ
の
記
録
、
さ
ら
に
は

作
業
工
程
表
を
編
集
す
る
と
い
う
偉

業
を
達
成
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
好
条
件
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
只
見
町
と
い
う
地
域
で
世

界
初
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
エ
コ
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
が
誕
生
し
た
の
だ
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

と
っ
て
お
き
の
話

195

神
奈
川
大
学
非
文
字
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー
協
力
研
究
者

ル
シ
ー
ニ
ュ
・
フ
レ
デ
リ
ッ
ク

教
育
の
水
準
と

　
　  

民
俗
の
記
録

只見学

▲民具カードを整理する町民（平成 ２ 年）

▲完成した『大倉の民俗』
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町
民
文
芸

只
見
短
歌
会	
八
月
詠
草

大
塚
栄
一
　
指
導

只
見
俳
句
会	

九
月
例
会

目
黒
十
一
　
指
導

リ
ウ
コ

稲
田
張
る
テ
ー
プ
案
山
子
の
揺
れ
止
ま
ず

一
日
を
緋
鯉
に
な
っ
て
過
し
た
し敦

　
子

御
遷
宮
行
列
続
く
稲
の
秋

イ
ン
ゲ
ン
も
く
少
女
の
指
の
し
な
や
か
に

康
　
女

十
薬
を
抜
き
し
香
り
に
母
想
ふ

今
よ
り
も
若
き
時
な
し
蟻
急
ぐ

一
　
穂

鼓
笛
の
音
遠
く
に
聞
き
て
稲
を
刈
る

母
愛
で
し
芙
蓉
一
輪
夏
お
し
む

礼

産
土
神
の
新
注
連
懸
り
秋
祭

畦
に
腰
下
ろ
す
や
落
し
水
の
音

修
　
一

カ
ー
テ
ン
の
引
か
れ
し
窓
や
盆
の
後

静
脈
の
流
れ
に
抗
し
汗
垂
る
る

一
　
灯

芋
掘
っ
て
仲
直
り
す
る
気
配
見
え

背
表
紙
の
破
れ
ア
ル
バ
ム
終
戦
日

恒
　
夫

積
ま
れ
あ
る
白
木
の
デ
コ
や
秋
暑
し

デ
コ
の
目
の
開
く
二
階
や
竹
の
春邦

　
男

爪
を
切
る
音
の
た
し
か
に
今
朝
の
秋

小
流
れ
の
音
の
入
り
く
る
夏
座
敷吉

　
児

御
遷
宮
五
度
目
は
星
の
空
の
下

大
団
扇
右
に
左
に
露
払
い

隆
　
堂

鬼
百
合
や
一
人
暮
ら
し
が
村
に
増
え

堆
肥
積
む
草
の
香
り
や
汗
滾
る

邦
　
夫

敗
戦
忌
上
海
戦
は
星
一
つ

山
か
ら
の
風
に
残
暑
を
凌
ぎ
け
り笑

　
羊

遠
雷
や
炭
の
匂
い
の
味
噌
に
ぎ
り

川
の
霧
上
が
り
青
空
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

古
　
川
　
英
　
子

足
裏
の
熱
き
廊
下
に
幾
度
も
爪
立
ち
し
つ
つ
洗
ひ
物
干
す

吉
　
津
　
政
　
枝

盂
蘭
盆
に
帰
省
せ
し
娘
と
新
盆
の
友
を
悼
み
て
香
を
焚
き
継
ぐ

馬
　
場
　
八
　
智

葛
の
花
匂
ふ
墓
地
に
て
思
ひ
出
を
た
ど
り
丹
念
に
草
を
刈
り
ゆ
く

皆
　
川
　
恒
　
子

友
引
と
火
葬
場
の
都
合
重
な
り
て
す
で
に
焼
か
れ
し
兄
を
送
り
ぬ

五
十
嵐
　
英
　
子

暑
き
な
か
一
輪
挿
し
に
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
施
設
の
部
屋
に
姪
が
活
け
ゆ
く

渡
　
部
　
ゆ
き
子

連
日
の
猛
暑
に
萎
え
し
野
菜
類
に
夕
立
待
て
ど
音
の
み
ひ
び
く

五
十
嵐
　
夏
　
美

夫
在
ら
ば
金
婚
式
と
思
ひ
ゐ
つ
我
ら
に
は
来
ぬ
祝
日
な
り
き目

　
黒
　
富
　
子

田
の
隅
を
手
刈
り
す
る
稲
束
ね
む
と
固
き
古
藁
夜
露
に
当
て
ぬ

齊
　
藤
　
ち
ひ
ろ

枝
豆
を
食
め
ば
亡
き
祖
母
思
ひ
出
づ
三
粒
づ
つ
穴
に
入
れ
て
植
ゑ
に
き

渡
　
部
　
ヨ
リ
子

菜
や
大
根
今
年
は
早
く
蒔
き
終
へ
て
芽
の
出
る
を
待
ち
夫
は
水
や
る

新
　
国
　
洋
　
子

投
票
終
へ
町
中
め
ぐ
る
と
娘
言
ひ
老
い
た
る
夫
と
わ
れ
を
乗
せ
ゆ
く
　
　
　

（
出
詠
順
）
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秋
季
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し

て
、
防
火
標
語
を
募
集
し
ま
す
。
最

優
秀
作
品
は
南
会
津
地
方
統
一
防
火

標
語
と
し
て
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
は
じ

め
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

●
募
集
期
間

１１
月
１
日
（
月
）
～
１５
日
（
月
）

●
募
集
テ
ー
マ

火
災
予
防
に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
標
語

●
応
募
方
法

官
製
は
が
き
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

で
防
火
標
語
（
そ
れ
ぞ
れ
一
通
に
つ

き
標
語
５
点
ま
で
）
を
書
き
、住
所
、

氏
名
、
ふ
り
が
な
、
年
齢
、
職
業
及

び
電
話
番
号
を
必
ず
明
記
の
う
え
、

次
の
あ
て
先
に
送
付
ま
た
は
送
信
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
一
人
で
何
通
応
募
さ
れ

て
も
結
構
で
す
。

●
応
募
先

〒
９
６
７
―
０
０
０
４

南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島
字
西
上

川
原
乙
６５

南
会
津
地
方
広
域
消
防
本
部
内

南
会
津
消
防
設
備
協
会

「
防
火
標
語
」
係

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

boukahyougo@
live.jp

●
発
表

新
聞
紙
上
で
発
表
す
る
と
と
も

に
、入
賞
者
に
は
直
接
通
知
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

南
会
津
消
防
本
部
予
防
課
内

南
会
津
消
防
設
備
協
会
事
務
局

☎
０
２
４
１
―
６
２
―
２
１
４
１

平
成
２３
年
３
月
に
大
学
院
・
大
学
・

短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
等
を
卒
業

予
定
の
方
、
平
成
２０
・
２１
・
２２
年
３

月
に
卒
業
し
現
在
就
職
活
動
を
し
て

い
る
方
を
対
象
に
、
県
内
に
就
業
場

所
又
は
営
業
拠
点
を
有
し
、
正
社
員

と
し
て
雇
用
す
る
計
画
の
あ
る
事
業

所
と
、就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
・
場
所

▽
１１
月
１６
日
（
火
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

▽
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

　
（
郡
山
市
南
２
―
５２
）

●
主
催

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
、
公
共

職
業
安
定
所
、
福
島
県
、
郡
山
市

●
内
容

事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人
事

担
当
者
と
の
個
別
面
談
、安
定
所
等
、

各
機
関
に
よ
る
職
業
相
談
・
情
報
提

供
等

●
そ
の
他

①
事
前
申
込
不
要
で
す
。
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

②
参
加
事
業
所
は
各
会
場
の
開
催

一
週
間
前
に
、
福
島
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
職
業
安

定
課

☎
０
２
４
―
５
２
８
―
０
３
６
６

次
に
よ
り
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
・
場
所

▽
１１
月
２２
日
（
月
）

　

午
後
１
時
半
～
午
後
４
時

▽
会
津
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス

　

展
示
ホ
ー
ル

　
（
会
津
若
松
市
イ
ン
タ
ー
西
９０
）

▼
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
会
津
若
松

　
　
　
　
　
　
　

専
門
援
助
部
門

☎
０
２
４
２
―
２
６
―
３
３
３
３

皆
さ
ん
の
職
場
の
な
か
で
起
き
て

い
る
賃
金
や
労
働
条
件
を
め
ぐ
る
労

使
間
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、
出
張

相
談
会
（
秘
密
厳
守
）
を
行
い
ま
す
。

無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
日
時
・
場
所

▽
１０
月
３１
日
（
日
）

　

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

▽
会
津
若
松
市
中
央
公
民
館

※
労
使
困
り
ご
と
相
談
は
、
来
所
、

電
話
、
電
子
メ
ー
ル
で
随
時
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
２
４
―
５
２
１
―
７
５
９
４

　

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
お
悩
み
の

方
、ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
が
心
配
な
方
、

人
事
・
労
務
な
ど
で
疑
問
を
お
持
ち

の
方
な
ど
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▽
会
津
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

会
津
労
働
基
準
監
督
署
内

　
（
会
津
若
松
市
城
前
２
―
１０
）

　

☎
０
２
４
２
―
２
６
―
６
４
９
４

今
月
の

お
知
ら
せ

Inform
ation

電話番号
総務企画課
　総　務　班　　　☎ 82 ｜ 5050
　　　　　　　　　☎ 82 ｜ 5210
　企　画　班　　　☎ 82 ｜ 5220
町民生活課
　税　務　班　　　☎ 82 ｜ 5110
　町　民　班　　　☎ 82 ｜ 5100
保健福祉課
　保　健　班　　　☎ 84 ｜ 7005
　福　祉　班　　　☎ 84 ｜ 7010
産業振興課
　農　林　班　　　☎ 82 ｜ 5230
　交流推進班　　　☎ 82 ｜ 5240
環境整備課
　地域整備班　　　☎ 82 ｜ 5270
　生活環境班　　　☎ 82 ｜ 5280
会　計　室　　　　☎ 82 ｜ 5120
議会事務局　　　　☎ 82 ｜ 5300
農業委員会　　　　☎ 82 ｜ 5230
教育委員会　　　　☎ 82 ｜ 5320
学校給食センター　☎ 84 ｜ 7180
只見保育所　　　　☎ 82 ｜ 2219
朝日保育所　　　　☎ 84 ｜ 2038
明和保育所　　　　☎ 86 ｜ 2249
朝日診療所　　　　☎ 84 ｜ 2221
　　（歯科）　　　　☎ 84 ｜ 2612
訪問看護ステーション
　　　　　　　　　☎ 84 ｜ 2130
こぶし苑　　　　　☎ 84 ｜ 2101
保健福祉センター　☎ 84 ｜ 7005
只見地区センター　☎ 82 ｜ 2141
朝日地区センター　☎ 84 ｜ 2111
明和地区センター　☎ 86 ｜ 2111

今
月
の
納
期

税

募

集

生

活

南
会
津
地
方統

一
防
火
標
語

ふ
く
し
ま
大
卒
等

合
同
就
職
面
接
会

職
場
の
労
使

困
り
ご
と
相
談
会

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
・

サ
ポ
ー
ト

障
が
い
者
就
職
面
接
会

REC
RU

ITM
EN

T

LIFE

１０
月
２５
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

●
固
定
資
産
税
（
３
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
４
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
１０
月
分
）

●
介
護
保
険
料
（
４
期
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
３
期
）
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全
国
４２
都
道
府
県
４
６
９
チ
ー
ム

か
ら
予
選
を
勝
ち
進
ん
だ
３０
チ
ー
ム

の
高
校
生
な
ど
が
、
情
報
処
理
関
係

の
技
術
を
競
い
ま
す
。
当
日
は
競
技

の
ほ
か
、
豪
華
賞
品
の
当
た
る
抽
選

会
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、
漫
画
家
の

松
本
零
士
先
生
の
講
演
会
も
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
日
時

▽
１１
月
６
日
（
土
）

・
午
後
１
時
半
～
午
後
５
時
半

　
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
部
門
」

▽
１１
月
７
日
（
日
）

・
午
前
９
時
４５
分
～
午
後
０
時
１５
分

　
「
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
部
門
」

・
午
後
１
時
１５
分
～
午
後
１
時
４５
分

　
「
早
稲
田
大
学
理
工
学
術
院

　

教
授　

筧
捷
彦
先
生
講
演
」

・
午
後
２
時
～
午
後
２
時
半

　
「
漫
画
家
松
本
零
士
先
生
講
演
」

・
午
後
２
時
４５
分
～
午
後
３
時
４５
分

　

表
彰
式
（
抽
選
会
）

●
場
所

会
津
大
学（
会
津
若
松
市
一
箕
町
）

▼
問
い
合
わ
せ

パ
ソ
コ
ン
甲
子
園
事
務
局

☎
０
２
４
２
―
３
７
―
２
５
３
２

こ
の
秋
、
会
津
地
域
で
「
漆
」
を

テ
ー
マ
に
「
会
津
・
漆
の
芸
術
祭
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
作
家
や
職
人
の
ア

ー
ト
作
品
が
展
示
さ
れ
る
ほ
か
、
た

く
さ
ん
の
ま
ち
な
か
イ
ベ
ン
ト
が
催

さ
れ
ま
す
。
縄
文
時
代
か
ら
漆
と
の

か
か
わ
り
が
深
い
「
漆
の
く
に
・
会

津
」
で
、
漆
の
歴
史
、
民
俗
、
技
、

美
に
触
れ
る
芸
術
祭
に
、
ぜ
ひ
お
い

で
く
だ
さ
い
。

●
期
間　

１０
月
２
日
（
土
）

～
１１
月
２３
日
（
祝
）

●
場
所　

会
津
若
松
市
・
喜
多
方
市
・

　
　
　

三
島
町
・
昭
和
村

●
入
場
料　

無
料
（
一
部
を
除
く
）

▼
問
い
合
わ
せ

福
島
県
立
博
物
館

☎
０
２
４
２
―
２
８
―
６
０
０
０

福
島
県
文
化
振
興
課

☎
０
２
４
―
５
２
１
―
７
１
７
９

次
に
よ
り
、
法
務
な
ん
で
も
無
料

相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
・
場
所

▽
１０
月
１７
日
（
日
）

　

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

▽
会
津
若
松
市
中
央
公
民
館

●
内
容不

動
産
や
商
業
登
記
の
手
続

き
・
土
地
の
境
界
問
題
・
遺
産
相

続
・
家
賃
等
の
供
託
・
戸
籍
や
国

籍
・
夫
婦
や
家
庭
内
の
問
題
・
成

年
後
見
・
公
証
に
関
す
る
こ
と
・

虐
待
・
い
じ
め
や
体
罰
問
題
・
セ

ク
ハ
ラ
・
障
が
い
者
の
差
別
問
題

な
ど

●
担
当
者

法
務
局
職
員
・
公
証
人
・
人
権
擁

護
委
員

●
そ
の
他　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

福
島
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
０
２
４
―
５
３
４
―
１
９
４
１

１日　ブナセンター友の会発足式
２日　庁議、地域計画本部会、会津若松市北

会津在住高橋氏他来庁
６日　墨雅書道会会長皆川恭子氏来庁
７日　9月定例議会開会（～１６日）
１１日　名誉町民皆川雅舟氏胸像除幕式及び祝宴
１２日　只見町敬老会
１４日　只見高等学校振興対策懇談会
１５日　町村対抗軟式野球大会出場チーム代表

者挨拶に来庁
１７日　只見小学校体育館上棟式
１９日　前町長小沼昇氏の叙勲を祝う会
２１日　只見小学校交通安全パレード
２２日　長浜地区「高齢者お楽しみ会」、明和小

学校交通安全パレード
２４日　会津森林管理署南会津支署長来庁、朝

日小学校交通安全パレード、湯ら里役
員会

２６日　西部環境衛生組合職員採用候補者試験
２７日　衆議院議員渡部恒三氏母告別式
３０日　只見町文化祭実行委員会

町 長 室 日 誌
〈　9　月　分　〉

本
選
開
催
！

　

パ
ソ
コ
ン
甲
子
園

２
０
１
０

会
津
・
漆
の
芸
術
祭

法
務
な
ん
で
も無

料
相
談
所

不正軽油は 　犯罪です!!
○不正軽油とは、軽油に課税される軽油引取税を脱税する
ために、灯油や重油を混ぜるなどして製造した燃料で、
環境汚染や不法投棄の問題の他に、石油製品販売業・運
輸業・建設業等の公正な市場競争も阻害しています。
◎不正軽油に関する罰則について、不正軽油問題へ厳正に
対処するために罰則が強化され、不正軽油に関わるすべ
ての人が罰則の対象となっています。

福島県では、10月を「不正軽油撲滅強化月間」とし、
関係団体と協力して不正軽油の排除に取り組んでいます。

不正軽油に関する情報等がありましたら、下記までお寄せください。

電話 024-521-7205　FAX 024-521-7905
メール zeimu@pref.fukushima.jp

福島県ホームページの「くらしと県税」からも情報提供できます。
URL https://www.shinsei .elg-front. jp/fukushima/
uketsuke/dform.do?id=1260874490518（匿名での提供も可能です。）

福島県税務課

10月は不正軽油撲滅強化月間!
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人のうごき

あ
と
が
き

町民の消息

劇団ひとり／著
　「ひょっとして俺は特別じゃないの
かも……」学歴もなければ、金もな
く、恋人もいない35歳の晴夫。特技
といえば、手品が少しできるくらい。
一流のマジシャンを目指していたは
ずが、17年間、場末のマジックバー
から抜け出すことができない冴えな
い日々を送っている。腐りきった自

分に飽き飽きしていたある日、テレビ番組のオーディショ
ンに挑むことに。審査員の反応に初めて将来への希望
を抱いた帰り道、一本の電話が晴夫の運命を大きく変え
ることに――。ミリオンセラー『陰日向に咲く』に続く、
笑いと涙の感動物語がいよいよ開幕！!

★青天の霹靂

メアリー・ノートン／作　
　　　　　 林容吉／訳
　イギリスの古風な家の床下に住
む小人の一家。生活に必要なもの
はすべて、こっそり人間から借りて
暮らしていましたが、ある日、小人
の少女がその家の男の子に見られ
てしまいます―。カーネギー賞を
受賞した、イギリスファンタジーの

傑作。「小人シリーズ」の第1作。 

了戒かずこ／著
１ 道具・糸・基本テク…聞くに聞
けない疑問を解決！かぎ針編みの
基本Ｑ＆Ａ（どんな道具が必要で
すか？どんな糸を買えばいい？使
うかぎ針はどうやって選ぶの？糸の
端っこは、どこにあるの？　ほか）
２ 基本の編み方も応用も編みなが
らマスター！クロッシェレシピ（細

編みのボーダーポーチ、すじ編みのポットホルダー、
ジグザグボーダーマフラー、モチーフつなぎのミニ
マット　ほか） 

★床下の小人たち

★ゼロからはじめるかぎ針編み生活

★図書室に関する要望や購入図書の希望など、お気軽にお寄せください。

町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

▽
い
よ
い
よ
只
見
に
も
実
り
の
秋
が
到

来
で
す
。
田
ん
ぼ
の
あ
ち
こ
ち
で
は
コ
ン

バ
イ
ン
の
音
が
鳴
り
響
き
、
米
の
収
穫

作
業
も
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。
食
欲

の
秋
、
新
米
が
楽
し
み
で
す
。
▽
そ
ん

な
実
り
豊
か
な
只
見
の
秋
を
紹
介
す
る

「
只
見
の
秋
の
実
り
展
」
が
、
た
だ
み
・

ブ
ナ
と
川
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
開
か
れ
て

い
ま
す
。
松
茸
を
は
じ
め
、
只
見
で
採

れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ノ
コ
が
展
示
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
存
在
感
の
あ
る
大
き
な

イ
ガ
の
つ
い
た
栗
の
木
も
展
示
、さ
ら
に
、

あ
け
び
や
穀
物
類
も
現
物
が
並
べ
ら
れ
、

分
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

平成22年9月1日現在
人　口　　��４，９４６（＋３）
　男　　��　２，３５７（＋３）
　女　　��　２，５８９（�－ �）
世帯数　��　１，８７５（－２）
高齢化率　　４１．４％　　���　

※高齢化率とは、65歳以上の人が人口に占める割合です。
……………………………………………………………

転入　13　転出　6　出生　3　死亡　7

地区センター長
馬場　博美

只見地区センター

図書室☎ 82-2141

（9月１日～9月３0日届出分 ･ 敬称略）

■お誕生おめでとうございます
　大　束　芽

め 　 い

生（女／一　臣・由　佳）　梁　取

　阿　部　悠
は る き

貴（男／貴　仁・仁美枝）　只　見

■ご結婚おめでとうございます
只　見　渡部　公栄 ♡ 只　見　目黒　絹枝
入叶津　佐藤　雄助 ♡ 黒　谷　馬場　郁与

■おくやみ申し上げます
河原田　永　一　　　87才　　　　大　　倉
　星　　秀　子　　　75才　　　　楢　　戸
馬　場　　保　　　　84才　　　　塩 ノ 岐
佐　藤　アキヨ　　　84才　　　　大　　倉
藤　田　　滋　　　　79才　　　　只　　見
飯　島　治　市　　　79才　　　　坂　　田
三　瓶　トメノ　　　86才　　　　八 木 沢
橫　山　孝　一　　　96才　　　　楢 戸
馬　場　　悌　　　　94才　　　　蒲 生

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。
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※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

１０
月●

１０
日
（
日
）

　
「
第
４８
回
只
見
駅
伝
競
走
大
会
」

　
「
浅
草
岳
・
沼
ノ
平
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」

●
１６
・
１７
日
（
土
・
日
）

　
「
風
っ
こ
会
津
只
見
号
運
行

会
津
若
松
―
只
見
（
一
日
一
往
復
）」

●
１７
日
（
日
）

　
「
浅
草
岳
・
沼
ノ
平
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」

●
２３
・
２４
日
（
土
・
日
）

　
「
風
っ
こ
会
津
只
見
号
運
行

会
津
若
松
―
只
見
（
一
日
一
往
復
）」

●
３０
・
３１
日
（
土
・
日
）

　
「
Ｓ
Ｌ
会
津
只
見
紅
葉
号
運
行

　
　

会
津
若
松
―
只
見
（
一
日
一
往
復
）」

１１
月●

３
日
（
祝
）

　
「
快
速
只
見
紅
葉
ｋ
ｅ
ｎ
ｊ
ｉ
号
運
行

新
潟
―
只
見
（
一
日
一
往
復
）」

　
「
只
見
町
文
化
祭
」

●
１３
日
（
土
）

　
「
第
１９
回
只
見
新
そ
ば
ま
つ
り

…
只
見
地
区
セ
ン
タ
ー
」

▼
毎
週
日
曜
日
、
午
前
８
時
半
よ
り
只
見
駅
前
で

「
ひ
ん
の
め
え
市
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

お
家
で
は
食
べ
き
れ
な
い
野
菜
を
只
見
駅
で

販
売
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

一
般
社
団
法
人 

只
見
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

☎
０
２
４
１
―
８
２
―
５
２
５
０

営
業
時
間 

午
前
８
時
半
～
午
後
６
時
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※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

森の四季森の四季 Vol.6Vol.6

ヤマブドウ
植物／ブドウ科／山葡萄

北海道から四国の山地に生える野生

のブドウです。ツル性の樹木で、別

の木に巻きひげをからませて茂りま

す。只見町では林道脇や刈り払った

跡地など明るく開けた場所に自生し

ています。

果実は９月末から10月にかけて黒く

熟し、やや酸味が強く、そのまま食

べたり、ジャムや天日干しにします。

とくに親しまれてきた「ブドウ水」

は、果実と砂糖を漬けて作るジュースで、子どもが風邪をひいたときにも飲ませました。樹皮

は丈夫で型崩れしにくい特徴があり、背負いカゴや蓑、ナタ袋などの材料に使われてきました。

℡0241(72)8355

特別企画展 ○只見の秋の実り展　１０月2日㈯〜１１月23日㈷

○第9回　 「キノコと森について語ろう」　講師：瀬畑雄三さん　
　日時：１０月23日㈯　午後3時〜午後4時

○第１０回　「ユネスコ・エコパーク（生物圏保存地域）に関する講演会」
　講師：酒井暁子さん（横浜国立大学大学院准教授）　
　日時：１０月3１日㈰　午後１時3０分〜午後3時3０分　会場：明和地区センター

ブナセンター
講座


